
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

観光立市たてやま行動計画 

～新たな地域ブランドの育成を目指して～ 
 
 

別冊資料：プロジェクト別施策一覧表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年６月９日 

観光立市たてやま推進協議会 



＜行動計画の実施に当たっての留意事項＞ 

 

１．行動計画の推進についての留意事項 
 
本行動計画を実現するために実施主体となった団体やＮＰＯ、その他活動団体、行

政は事業の具体的な実施に向けて検討を行いますが、次に掲げるような場合が想定さ

れるため、その取り扱いについては実施主体の判断による必要があります。 

①事業の具体化を検討する時、諸般の事情により計画調整部会の評価として「優先す

べき事業」として提案した事業に先立ち、他の事業についての検討を先行する必要

が生じた場合。 

②特定の団体などが相当数の事業の実施主体となり、人的又は資金的な制約などの

観点から、全事業を同時に検討することができないため、検討を行う事業を絞り込

む必要が生じた場合。 

③事業の具体化を検討した結果、その成立性や採算性などを向上させるため、事業

の内容を変更する必要が生じた場合。 

④事業の具体化を検討した結果、その成立性や採算性などが低いと判断したため、

事業の実施の検討を休止する必要が生じた場合。 

以上のように、本行動計画における事業をその成立性や採算性などの観点から、より

効果的且つ効率的に進めていくために、適切な方向を検討しながら、柔軟に対応して

いく必要があると思われます。 

 
２．行動計画の推進体制図 
 

 

                         

                         

 

  

 

 

《観光立市たてやま推進協議会の役割》        《行動計画推進部会の役割》 

  

 

 
 
 
 
（注）実施主体：具体化に向けて事業を検討する団体等 

事業主体：実際に事業を実施する団体等 
 
一般的には、実施主体と事業主体は同一団体等となりますが、場合によっては異なるケースがあります。 
（例：「地域インフォメーションの統括組織の設置」は統括組織が事業主体となることを予定していますが、現時点で組織自体が存在

しないため、当面は市が実施主体として、事業の具体化に向けての検討を行うことになります。） 

検討結果意見聴取、協議、調整設 置  
観光立市たてやま推進協議会 

検討結果報告、協議、調整

実施主体 

 

 

事業主体 

状況報告

・具体的事業を実施主体に検討要請 
・具体的事業の進捗状況把握 

具
体
的
事
業
実
施

・実施主体からの意見聴取 
・推進方策の検討と実施主体との協議、調整 
・事業推進のための改善案の検討 
・各事業間での連携等の検討 
・事業推進のための協力・支援体制の整備の検討 

《実施主体、事業主体の役割》 
・具体的事業の実施、検討結果

報告、協議、調整 

具体的事業実施の検討要請 

行動計画推進部会 



 

海－１（1／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 海辺の自然体験 
実 施 期 間 実 施 主 体 

施 策 名 具体的事業名 
［P.－№］ 

優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

海岸浴事業の開

催 

［P.３３－№１８］ 

誰でもが気軽に訪れられる仕組みをつ

くることが、最終的に観光振興に結びつ

く。そのため、市民をはじめ多くの人の

意識啓発が必要 

 

  

５月末に「平砂浦ウオーキン

グ」イベントを実施。 

○（仮称）砂浜を裸足で歩こう 

○伊戸～相浜（ふれあいショ

ップ平砂浦間） 

○将来は年間を通じて楽しめ

るウオーキングコースを確立 

○健康志向に対応するため、

距離や消費カロリーの表示な

どを検討する 

○地元小学生の参加を募り、

クリーン活動を併せて実施 

平成17～18年

度 

○     ＮＰＯたて

やま・海辺

の鑑定団 

 

（主会場）

平砂浦 

 

（他の候

補地） 

坂 田 海

岸、房大

山他 

メイン開

催５月の

他、通年

で実施 

主催者自

主財源及

び 参 加

者負担金 

 1,000

（500 円×

延 2，000

人） 

広報、資

料提供、

手続き支

援 は 行

政が行う 

・市民意識の高揚、裾野の

拡大によるホスピタリティの

向上。 

（イベント参加者２，０００人を

目標） 

 

  

・海岸利用の規制クリ

ア、漁業者等への配

慮と協力体制の確立。

・単なるイベントとして

終わらせないための

工夫が必要。 

 

 

方針 1：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

市民一人ひと

りが館山の魅

力を再認識す

る（館山再発

見運動） 

 

 

ビーチクラフト、海

からの贈り物講座

と海の環境教育 

［P.３６－№５１］ 

市民が、身近な海辺の魅力を理解する

ことで、館山の海の情報発信者となり、

ひいては、来訪者の増に結びつくた

め。 

また、海の環境を保全することが、息の

長い、魅力ある観光地になるため。 

海での遊び方の専門家（ＮＰ

Ｏ）が、市民を対象に、ビーチ

コーミングやクラフトなどを内

容とする講座を年２回実施（北

条海岸・中央公民館他） 

併せて、下水道や生活排水の

浄化活動の必要性など、環境

教育の視点での学習会を実施

する。 

平成17～18年

度 

○     ＮＰＯたて

やま・海辺

の鑑定団 

 

 

北 条 海

岸・中央

公民館他

年 ２ 回

（春、秋）

受講者負

担金 

100 

（1,000円

× 100

人） 

・市民意識の高揚、裾野の

拡大によるホスピタリティの

向上。 

（講座受講者100人を目標）

・これまでにも同様講

座は開設されている

が、有料化を前提に内

容のさらなる充実が必

要。また、会場を無

償、若しくは低廉な使

用料で使えるような対

応を行政に要望する。

方針 1：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

市民一人ひと

りが館山の魅

力を再認識す

る（館山再発

見運動） 

海辺の魅力再発

見事業 

 

いつでも会えるウ

ミホタル観察事業 

［P.３２－№１］ 

館山の海辺の代表的なシンボルである

ウミホタルを常時観察できるようにするこ

とで、観光地としての優位性、イメージ

アップが図られる。 

安房博物館等の専門機関の

協力を得て、ウミホタルが常時

観察できるような、展示方法を

模索し、場所の確保等、諸調

整が整った段階で、機材を購

入し、実行に移す。 

平成17年度～

 

○ ○    館山海ほ

たる観察

倶楽部 

未定 

（早急に

可能性を

模 索 す

る） 

通年 アクリル

水槽、設

備購入費 

500 

保護育成

や 設 備

の維持、

団体の活

動を目的

とする基

金の創設

を検討す

る。 

・館山市が誇る観光資源で

ある、ウミホタルが常時観察

できることを、対外的にＰＲ

することが出来るため、観光

客が増加する。 

・天候に左右されない安定し

た観光資源が一つ確立され

る。 

（数値データ不明） 

・安房博物館等、専門

的な設備、技術、ノウ

ハウを持った機関の協

力が不可欠であり、適

正な場所を早期に確

保する必要がある。ま

た、行政・観光協会

等、公共・公益的組織

の果たす役割によると

ころが大である。 

・他有料化の検討 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

受入体制の拡充 海辺の自然、歴史

文化ガイド養成講

座の開設｛海辺の

ガイド養成講座｝ 

（人材育成の共通

カリキュラム部分

は他の体験ＰＴの

事業にも関連） 

［P.３５－№４８］ 

受入体制の裾野を広げる上で、海辺の

楽しみを案内する人材を増やす必要が

あるため。 

生涯学習関連講座や国・県な

どの既存制度の活用、ＮＰＯ

の自主事業として、人材育成

事業を中央公民館で年２回実

施する。 

平成１７年度～ ○     ＮＰＯたて

やま・海辺

の鑑定団 

中央公民

館等 

年２回程

度（春、

秋） 

無料の講

座を活用 

 

（資格取

得 や 付

加価値部

分 は 実

費） 

 

・受け皿の拡大による、多人

数の来訪者への対応。 

（指導者３０名養成を目標） 

・育成後の人材が事業

参入する場合の収益

性等の難しさ、シルバ

ー人材等の活用。 

方針 1：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち館

山 

市民一人ひと

りが館山の魅

力を再認識す

る（館山再発

見運動） 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 



海－２（2／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 海辺の自然体験 
実 施 期 間 実 施 主 体 

施 策 名 具体的事業名 
［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 

平成 年度～ 年度 短期 
中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

海辺の魅力デー

タベースづくり 

（他の体験プログ

ラムにも提供が可

能なもの） 

［P.３７－№６５］ 

館山の海辺の魅力を効果的に情報発

信することで、滞在時間の延長や宿泊

の促進を図る必要があるため。 

館山の海辺で遊ぶための資

源・素材を洗い出し 

データを整理し、様々な情報

発信の元資料とする。 

その後は、デジタルメディア

等、様々な情報発信の基礎資

料として活用する。 

平成１７年度～ ○    ○   年度後半 受益者負

担他 

   20 

・魅力の発信による滞留時

間の増加。 

（定量目標値 不明） 

・費用捻出のため、多

くの有志、賛同者を募

ることが必要。 

・データを整理、統括

する事務局機能が必

要。 

・他の観光資源の情報

発信の機会に対しても

開かれた情報であるこ

とが必要。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

受入体制の拡充 

トイレ・駐車場・案

内看板（サイン）設

置事業 

［P.３５－№４２］ 

受入のための基本的な基盤が不十分な

ため、当面必要な基本的施設を段階的

に整備し、来訪者の利便向上を図ること

が急務となっている。 

トイレについては、通年で市

等において、仮設トイレを用意

する。 

季節、来訪者の動向に合わ

せ、配置替えを行い、常設トイ

レの段階整備の基礎データに

も活用する。 

また、必要なサインや駐車場

の段階的な整備について、調

査・研究を行う。 

当面、団体の受け入れで課題

となっている沖ノ島にエコトイ

レを設置する。 

 

平成１７年度～ ○ ○   ○  第一段階

沖ノ島に

トイレ 

 

随時計画

を立て設

置 

通年 事業費不

明 

＜参考事

業費＞ 

トイレ

10、000

千円 

駐車場

サ イ ン 

不明 

（トイレは

有 料 化

や整備・

管理の基

金の創設

も検討す

べき） 

・利用者の基本的な利便性

が向上し、観光地としてのイ

メージの向上、来訪者の増

加につながる。 

（数値データ不明） 

・仮設トイレでは実際の入込

みに合わせた柔軟な対応が

図られる。また、有効な投資

をすることが可能になる。 

・常に適正な管理をし

ないと、かえってイメ

ージダウンにつなが

る。 

 

 

方針 1：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

市民あげての

ウエルカム運

動の展開 

自然体験活動事

業活動拠点の設

置事業 

［P.３４－№２８］ 

天候に左右されやすい、体験メニュー

のバックアップを確保することで、来訪

者を滞留させる仕組みづくりが必要な

ため。 

雨天対応、魅力的な代替メニ

ューを提供するための活動拠

点とを整備する。手法として、

市が保有する旧杉並寮跡地を

第一候補に海や駅とのアクセ

スを考慮した場所に、活動の

拠点の整備を要望する。 

また、市有施設の利用上の規

制の緩和を要望する。 

 ○    ○       方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

体験活動拠点づ

くり 

 

（花の活用･農漁

業ＰＴ、物産振

興・食文化創造Ｐ

Ｔでも提案あり） 

 

体験型観光拠点

整備事業 

（観光・情報･物産

などの機能を合わ

せた箱物施設） 

［P.３４－№２６］ 

現在、核となる施設がないことが、集客

上のネックになっており、その早期整備

が必要である。 

天候に左右されない安定した

体験観光を提供するための拠

点を、館山市の観光・情報・物

産の核となる施設に併せて整

備する。（既存施設の活用も念

頭において） 

   ○  ○       方針 3：海と空

の蒼をキャン

パスに花と緑

が艶やかなま

ち、館山 

海とまちにアク

セス出来る人

が集まる拠点

作り“海辺の拠

点づくり” 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 



 

海－３（3／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 海辺の自然体験 
実 施 期 間 実 施 主 体 

施 策 名 具体的事業名 
［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 

平成 年度～ 年度 短期 
中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

受入体制の拡充 

 

修学旅行等、団体

客受け入れの対

応 

（体験プロジェクト

共通課題） 

［P.３６－№５９］ 

繁忙期に関わらず、通年で訪れる顧客

である修学旅行の受け入れを定着させ

るため必要な取り組み。 

機能的な受入れ組織づくり 

体験型観光全体を通じ、予

約、手配、連絡等、利用者、事

業者双方にとって、わかりや

すく信頼性の高い組織を観光

協会内に設置する必要があ

る。 

    ○        方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

魅力的なプログ

ラムづくり 

 

 

 

 

 

館山の海の優位

性を活かすメニュ

ーづくり 

［P.３２－№６］ 

地域間競争の中で選ばれ続けるには、

差別化したメニューが必要。 

○地域の優位性を活かした、

他との差別化を持った体験メ

ニューづくり 

○経済効果の高いものを創っ

ていくことが必要。 

○安全対策の視点が必要 

○海だけでなく、複合的に魅

力を高めるには、他の体験事

業者と連携を深めることが重

要 

○自然の力で作られるビーチ

グラスを地域振興に活用 

○積極的に情報発信をするこ

とが大切 

○カリスマ性や館山ならでは

の高度な魅力を磨きをかけて

いくことが必要である 

上記を踏まえ、魅力的なプロ

グラムづくりが必要である。 

      ＮＰＯたて

やま・海辺

の鑑定団 

     方針 4：五感を

通じた体験体

感のまち、館山

“見る“、“聞

く”、“触る”、

“食べる”、“嗅

ぐ”を意識した

まちづくり 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 



（4／23） 

 



 

  花・農漁業－１（5／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 花の活用・農漁業体験 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

体験農漁業プログ

ラム作成事業 

［P.３２－№５］ 

 

個々には小さな受け皿でしかない体験

農漁業をプログラム化することで、受け

皿を拡大する必要がある。 

情報発信の道具としても必要。 

  

１.体験農漁業者相互現場体験 

農漁業体験事業者が相互の

現場を回り、互いの事業を体

験する。 

（定置網や酪農等） 

市のバスを使用し、一日に２

～３件、２日間で実施。 

体験後に改善点等の意見交

換会をコミュニティセンター等

で実施。 

2.プログラム作成事業 

上記事業を踏まえ、プログラム

原案を検討、作成する。 

平成１７年度 ○     館山体験

観光協議

会 

各体験農

漁業事業

地 （ 坂

田、波左

間,伊戸、

安東、山

本、藤原

他） 

 

 

 

1. 

４～9 月

頃 

 

 

 

2. 

10～１月

1.事業者

実費負担 

    30 

（市：マイ

クロバス

等支援） 

2.事業者

実費負担 

   100 

（市：情報

支援） 

1.サービスや料金、内容の

あり方などが改善され、客の

視点に立った事業展開が可

能になる。 

（リピータの倍増を目標とす

る。） 

2.熟度が向上したプログラム

により、顧客満足度が向上

し、滞在時間の延伸が図ら

れる。 

（体験人数・滞在時間の倍増

を目標とする。） 

・体験事業によって実

施時期等が異なる場

合があるため、日程の

調整が必要。 

・.実施に当たり、将来

的には他の体験プロ

グラムとの連携を進め

ることが必要。 

・地域間競争の中で選

ばれ続けるには、差別

化したメニューが必要

・経済効果の高いもの

を創っていくことが必

要。 

・教育と観光の質の差

によるプログラムなど

を踏まえ、魅力的なプ

ログラムづくりが必要

である。 

・情報発信には、観光

協会や市、その他の

団体の支援と協力が

不可欠。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

 

魅力的な体験農

漁業プログラム

づくり 

 

（特化した部分は

このプロジェクト

の提案する行動

計画であるが、次

のステップは体

験ＰＴトータルで

考える必要があ

る） 

キャンペーン等宣

伝活動事業 

［P.３７－№７１］ 

実際の集客に結びつけるために必要な

事業。 

観光協会の内に体験の専門

組織を作り、各種キャンペーン

活動に合わせ、パンフレットの

配布活動を実施する。 

インターネット等での情報発信

は当面、他ＰＴや観光協会、市

と連携して得て実施。 

平成17～19年

度 

（できれば期

間中） 

○   ○   観光キャ

ンペーン

実施地 

秋～冬 事業者実

費負担 

   30 

観光協会

／市：Ｈ

Ｐ掲載他  

 

・新規顧客の開拓。 

・体験人数の倍増を目標と

する。 

・経費の捻出にあた

り、活用可能な補助制

度等があれば、活用し

たい。 

方針 7：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

対象の的を得

た情報提供 

 

受入体制の拡充 農漁業体験事業

指導者養成講座

の開設 

（人材育成は他の

体験ＰＴとの共通

項目） 

［P.３５－№４９］ 

現状より受入人数を増やし、体験農漁

業を振興するには、必要不可欠な要素

であるため。 

ＮＰＯ千葉自然学校など既存

の指導者養成講座に積極的

に参加する。（開催時期未定） 

市は開催場所が地元なるよう

自然学校に働きかけを行う 

また、既存講座を活用するに

留まらず農漁業の専門性の指

導は個々の事業者が講師とな

って、実施する。 

 

平成１７年度～ ○ ○    館山体験

観光協議

会 

現時点で

は 未 定

／コミセ

ン等を予

定 

１０～３月 事業者実

費負担   

・指導者数の増加による受け

皿の拡大。 

・事業としての収益性

の低さ等からシルバー

世代の協力が必要。 

方針 1：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

ボランティアガ

イド、“まちの

ソムリエ”の育

成 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

  花・農漁業－２（6／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 花の活用・農漁業体験 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

受入体制の拡充 トイレ・駐車場・案

内看板（サイン）設

置事業 

［P.３５－№４３］ 

受入のための基本的な基盤が不十分な

ため、当面必要な基本的施設を段階的

に整備し、来訪者の利便向上を図ること

が急務となっている。 

トイレについては、通年で市

等において、仮設トイレを用意

する。 

季節、来訪者の動向に合わ

せ、配置替えを行い、常設トイ

レの段階整備の基礎データに

も活用する。 

既存公衆トイレ等でカバーしき

れない箇所については、段階

的にトイレを整備していく。 

また、必要なサインや駐車場

の段階的な整備について、調

査・研究を行う。 

平成17年度～ ○    ○  平成 17

年度から

検討 

通年 仮設トイ

レ 25 万

円×５基

1,250 

（他は未

定） 

・利用者の基本的な利便性

が向上し、観光地としてのイ

メージの向上、来訪者の増

加につながる。 

（数値データ不明） 

・仮設トイレでは実際の入込

みに合わせた柔軟な対応が

図られる。また、有効な投資

をすることが可能になる。 

・常に適正な管理をし

ないと、かえってイメ

ージダウンにつなが

る。 

方針 1：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

市民あげての

ウエルカム運

動の展開 

四季を通じて花

を絶やさないま

ちづくり 

要所での植栽強

化 

［P.３５－№３９］ 

館山の観光の大きな魅力である花の植

栽を拡充することが、地域のイメージア

ップと集客に結びつくため。 

○国号127 号バイパスの植栽

強化 

○海岸道路の植栽強化 

○休耕田等を活用した一面の

花畑の創出 

○花のイベントやコンクール

の開催 

平成17年度～     ○      ・本人以外の農地使用

は、農業従事者などの

名義人により使用貸借

を交わさないと無理。 

農用地の周辺の場

合、トイレ･駐車場施設

等の整備は農振除外

が必要となる。 

方針 3：海と空

の蒼をキャン

パスに花と緑

が艶やかなま

ち、館山 

四季を通じた

随所、要衝で

の花卉植栽の

推進 

体験活動拠点づ

くり 

 

（花の活用･農漁

業ＰＴ、物産振

興・食文化創造Ｐ

Ｔでも提案あり） 

体験型観光拠点

整備事業 

（観光・情報･物産

などの機能を合わ

せた箱物施設） 

（雨天時の受入施

設整備） 

［P.３４－№２７］ 

雨天時の対策は待ったなしの状態であ

る。加えて、現在、核となる施設がない

ことが、集客上のネックになっており、そ

の早期整備が必要である。 

天候に左右されない安定した

体験観光を提供するための拠

点を、館山市の観光・情報・物

産の核となる施設に併せて整

備する。（既存施設の活用も念

頭において） 

   ○  ○       方針 3：海と空

の蒼をキャン

パスに花と緑

が艶やかなま

ち、館山 

海とまちにアク

セス出来る人

が集まる拠点

作り“海辺の拠

点づくり” 

受入体制の拡充 

 
受け入れ窓口の

確立 

（体験ＰＴ共通課

題） 

［P.３６－№６０］ 

解り易く利用しやすい組織（システム）を

作ることが、利用者・事業者双方に有益

であり、受入数の増加を図るのに必要

な措置である。 

機能的な受入れ組織づくり 

体験型観光全体を通じ、予

約、手配、連絡等、利用者、事

業者双方にとって、わかりや

すく信頼性の高い組織を観光

協会内に設置する必要があ

る。 

    ○       ・差別化については、

体験農漁業プログラ

ムの作成をみてから、

各体験ＰＴと調整し、

魅力的なプログラム

づくりに望んだほう

が良いと考える。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

  歴史・文化－１（7／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 歴史・文化の保存・活用 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

ウェブサイトのリニ

ューアル事業 

［P.３６－№６２］ 

館山市の歴史・文化に関する情報を、

来訪者に対し、わかりやすく、かつアピ

ールできるようにすることが急務であ

る。 

｢ふるさと百科たてやま大事

典｣ウェブコンテンツの変更。 

平成17年度～ ○ ○   ○   通年 0 ・常にわかりやすい・

読みやすいデータを

更新するためには、更

新する人（歴史・文化

に詳しい人・インター

ネット上にアップする

人）の人材確保をどう

するか。 

歴史・文化のＰＲ

事業 

［P.３７－№６８］ 

「戦国大名里見氏」、「那古寺」、「八犬

伝」、「戦争遺跡」を柱に多彩な資源が

あるなかで、何を館山の売りとするのか

明確にしていくため。 

紙媒体・マスメディア・パーソ

ナルメディア等を活用した資

源のブランド化とＰＲ。 

平成17年度～ ○ ○    NPO 南房

総 文 化

財・戦跡

保存活用

フォーラム

  通年 未定 ・「里見八犬伝」はブラ

ンド化がされている

が、その他の資源に

ついてはあまり有名で

ない。情報発信するた

めには、個々の素材

を誰が見ても興味を感

じられるような手法に

持っていかないと、積

極的には見てもらえな

い。 

方針 7：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

観光産業だけ

でなく、幅広

い観光素材の

リアルな情報

集約発信体制

の確立 

歴史・文化の情

報発信 

歴史探訪マップ活

用事業｛市立博物

館「わたしの町の

歴史探訪」マップ

の活用事業｝ 

［P.３２－№３］ 

新規にマップを作成するには時間がか

かるため、既存のマップを利用する。 

市内の各所にマップを設置。 平成１７年度～ ○    ○  市内 通年 0 

・市民及び来訪者へのアピ

ールにより、館山市の歴史・

文化資源の周知を図る。 

・マップの印刷費用の

捻出。 

・誰が見てもわかりや

すいマップにするため

の工夫が必要になっ

てくる。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

海辺の自然、歴史

文化ガイド養成講

座の開設｛ガイド

育成のための専

門講座開設事業｝ 

［P.３５－№４７］ 

現在 NPO は、ガイド数が限られている

ため、団体客中心のガイド活動をおこな

っているが、個人旅行の多彩なニーズ

に応えられるようにするためには、人材

の確保が必要である。 

公民館・博物館講座、ＮＰＯ主

催講座及び市内の大学施設

主催講座との連携を図り、人

材育成を中心とした事業連携

を行う。 

平成１７年度～ ○     NPO 南房

総 文 化

財・戦跡

保存活用

フォーラム

実施主体

が受け持

つ 会 場

で 

通年 500 ・人材の増加による受け皿の

拡大。(ガイド数 50 人→100

人) 

・ガイドのレベルアップ。 

・団体客・個人客別の

ガイド料設定の問題。 

・ＮＰＯ主催の講座の

周知方法 

方針１：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

市民一人ひと

りが館山の魅

力を再認識す

る(館山再発見

運動)  

歴史・文化を伝え

る人材育成・活用 

ガイドマニュアル

作成事業 

［P.３６－№５０］ 

商品としての体験メニューの品質の均

一化は急務である。 

ガイドマニュアル作成により、

体験メニューの品質の均一化

を図る。 

平成１７年度～ ○     NPO 南房

総 文 化

財・戦跡

保存活用

フォーラム

  通年 未定 ・体験メニューの商品として

の確立。 

・評価基準の作成とそ

の評価を、誰が、どの

ように行う、とりまとめる

のか。また、改善の余

地がある場合の対処。

方針１：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

ボランティアガ

イド、“まちの

ソムリエ”の育

成 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 



 

  歴史・文化－２（8／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 歴史・文化の保存・活用 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

歴史・文化の散策

コース設定事業 

［P.３２－№２］ 

○各拠点の周遊性のあるコー

スの設定。 

○戦争遺跡等テーマコースの

設定。 

 

 パイロット事業として、館

山地区をモデル地区として

行い、その成果を踏まえ那

古・船形地区をはじめ市内各

地に順次事業を展開してい

く。 

平成１７年度～ ○ ○    NPO 南房

総 文 化

財・戦跡

保存活用

フォーラム

市内 通年 未定 ・地域学習等をテーマとする

学習旅行における活用の

増。 

・コースの設定には、

土地の地権者・管理者

および地域住民の理

解が前提となる。 

歴史・文化を感じ

られるような散策

コースの設定 

歴史・文化資源等

のサイン設置事業 

［P.３２－№４］ 

歴史・文化遺産の特性を知る上で、そ

れらが立地する景観も含めて、活用す

ることが重要である。 

歴史・文化資源の案内板・誘

導板の設置。 

平成１７年度～ ○ ○   ○  市内 通年 未定 ・地域学習等をテーマとする

学習旅行における活用の

増。 

・館山市が主体となる

ため、予算措置が不可

欠となる。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

“見る”、“聞

く”、“触る”、

“食べる”、“嗅

ぐ”を意識した

まちづくり 

観光資源の総合

的プランニング・

連携事業 

観光資源の総合

的プランニング・

連携事業 

［P.３６－№５６］ 

自然分野の体験観光事業と連携をとり、

来訪者の多彩なニーズに対応する。 

観光協会・NPO・商工会議所

等の連携による観光資源の総

合化。 

 

○ネットワーク組織の検討 

○総合窓口の一本化 

 

平成１７年度～ ○ ○  ○   市内 通年 未定 ・雨天時の対応、食事・休憩

施設、土産物の紹介などを

総合的に行い、地元経済の

活性化を図る。 

・コーディネイト機能を

どうするか。 

・ネットワーク組織（南

房総エコガイド連絡協

議会）への支援が必要

となる。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

館山体験素材

の発掘と体験

観光推進体

制・人材の整

備 

プログラムバンク

の整備 

プログラムバンク

の整備 

［P.３６－№５２］ 

市民が自ら体験的に作成したものが魅

力のあるガイドとなり、利用者（来訪者）

側が使いやすいというメリットが生まれ

る。 

｢館山の歴史・文化体験プログ

ラム｣と「人材」のデータベース

化。 

平成１７年度～ ○ ○  ○   市内 通年 未定 ・観光に関わる市民(ガイド・

宿泊業者・タクシー運転手・

飲食店・土産物店等）が、館

山の資源を紹介・案内等、観

光の充実を図る。 

・登録者に対する研修

制度。利用者への情

報提供の方法。 

方針１：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

ボランティアガ

イド、“まちの

ソムリエ”の育

成 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

物産・食文化－１（9／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 物産振興･食文化創造 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

観光屋台村事業 

［P.３３－№２２］ 

現状、物産や食などの核となる拠点が

なく、観光地としてのインパクトが今ひと

つ薄い中、新たな目玉、新名所を創出

することが、観光振興の特効薬であるた

め。 

また、本格的な箱物に比較し、早期に

事業効果を表わすことが可能であり、

費用対効果を考えても有益な事業で

あり、柔軟に様々な事業を１箇所に集

約することもできる。 

観光屋台村の整備。 

○路外、統一規格、集合屋台

形式、低廉な賃料を徴して

フードコート的に設置 

○展開地に菜の花等のイメー

ジ、館山らしさを付与 

○料理メニューは地元素材等

を利用した創作料理 

○地元産の物産の販売 

○提供する料理・物産・サービ

ス、屋台の意匠形態等は館

山らしさをアピール出来るも

の 

○女性、子供達、市民、観光

客も気軽に利用できる雰囲

気 

○実行委員会が広く公募、審

査等を経て出店 

平成18年度～ ○

    

館山商工

会議所 

館山駅前

市有地 

銀座商店

街内 

その他駅

周辺また

は 観 光

拠点の周

辺 

通年 規模によ

るが、１

屋台で１

００万円

以内で可

能。 

２０区画

で２０００

万程度 

また、入

店者から

の家賃収

入が見込

める。 

1.料理と地元産素材の連携 

2.創業者の育成（インキュベ

ーター的機能） 

3.新たな観光名所 

夜間の集客 

4.館山ブランドの発信 

5.観光客どうしや観光客と市

民との交流の場となる 

以上のことが複合的に作用

し、大幅な集客増と地域経

済への波及効果が見込め

る。 

 

・成功の前提条件とし

て、 

1.運営母体の形成 

2.共同事業化の協力

体制構築 

3.創業者の発掘 

4.屋台村の統一イメ

ージやコンセプトが

重要（例：南欧風、

海と花のまち、里見

のまちなど） 

5.夜間営業の場合、

既存宿泊施設や飲

食店との競合・調整 

が考えられる。 

・行政の役割として

は、立地場所の確保、

屋台本体の整備が想

定される。 

方針６：季節・

時刻に応じた

多様な顔をも

つまち、館山

朝、昼、夜の

館山の魅力と

顔づくり 

物産・食文化の

拠点づくり 

城山みやげ処設

置事業 

［P.３３－№２３］ 

人が集まる城山公園の魅力を高める取

り組みをすることが、観光振興の即効性

のある取り組みであるため。 

城山公園にみやげ購入や喫

茶などができるコーナー（仮設

的簡易店舗）を設置。 

 

平成18年度～

 

○ ○   館山商工

会議所 

城山 通年 （想定） 

仮設店舗

設営費３

００万程

度 

しゃれた

テント等

でも良い 

・城山公園の観光客に対す

る魅力が向上し、結果、観光

地としての高質化が図られ

る。  

 

・採算性の問題が考え

られるため、コミュニテ

ィビジネスの手法を活

用するなどの対応策

の検討が必要。 

方針３：海と空

の蒼をキャン

パスに花と緑

が艶やかなま

ち、館山 

海とまちにアク

セス出来る人

が集まる拠点

作り“海辺の拠

点づくり” 

物産と飲食の連

携事業 

 

統一ブランドづくり

事業 

＜デスティネーショ

ンキャンペーン＞ 

［P.３２－№７］ 

統一的なコンセプトに基づいた商品開

発と販売がイメージアップ、売上の拡大

に結びつくため。 

以下のブランドの開発・販売及

びインターネットでの情報展

開。 

１.小物に館山の四季を彩る統

一イメージ付け 

2.フラメンコや花火大会のシリ

ーズ商品化 

3.里見八犬伝のシリーズ商品

化 

4.お魚シリーズ商品化 

平成17年度～ ○

    

館山商工

会議所 

販売の現

場 

通年 会議等検

討の費用 

  １００ 

商 品 へ

の付与に

つ い て

は新たな

経 費 は

発生しな

い。 

・南房総全体から館山へのク

リアなイメージの確立と統一

イメージによるインパクトの

強化。それによる売上の拡

大。 

  

・販売店の協力や総合

的にブランドとして作り

上げるマネジメント力、

デザイン力、企画力が

必要。 

方針４：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

 “寿司の町館

山”と共に誇れ

る“館山の食と

物産”づくり 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

物産・食文化－２（10／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 物産振興･食文化創造 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

イベントとの連携

事業（時の物産・

食文化コーナー

の参加促進・充

実） 

［P.３３－№１４］ 

年間を通じて観光客に喜ばれるには、

四季折々の食文化と物産を線・面で結

びつけるような取り組みが必要。 

1.秋の里見まつりとの連携 

○里見グッズ販売と房州寿司

キャンペーン 

2.夏のフラメンコフェスティバ

ルとの連携 

○スペイン料理の販売 

3.早春の花摘み・いちご狩りと

の連携 

○デザートイベント 

4.アンテナショップ 

○定期朝市や寿司まつり  

 

平成18年度～ ○

    

館山商工

会議所 

各イベン

トの実施

場所 

 

4 は空き

店 舗 や

遊休空地

各イベン

ト等の開

催に合わ

せて 

 

4は通年

不明 ・物産や食について、イベン

トと複合的にイメージを印象

付けることで、相乗効果（集

客向上、販売促進）が図られ

る。 

・事業立ち上げ期の収

益性が課題であり、軌

道に乗るまでの組織

構築、運営方法には

熟慮が必要である。 

方針 6：季節・

時刻に応じた

多様な顔をも

つまち、館山 

夏、冬のイメー

ジ拡充と春、

秋の魅力開拓

物産と飲食の連

携事業 

健康・グルメコー

スづくり事業 

［P.３３－№１２］ 

食材の宝庫である館山の優位性を活か

し、健康志向のツアーを提供することで

ターゲット毎（家族、高齢者、女性）に新

規顧客の開拓が可能。 

季節毎のコースづくり。 

（データの整理） 

（売り込みは情報ＰＴとも関連

性ありか？） 

平成18年度～ ○

  

○

 

 観光協会

内で検討

通年で随

時更新 

会 議 費

用、パン

フレッ ト

作成費用

等 

詳細不明 

・健康を切り口にしたメニュ

ーの提供は多くの需要が見

込め、息の長い集客が図れ

る。また、館山の新たな魅力

のイメージ付けが出来る。 

・宿泊業、飲食業、農

水産業、地元食品製

造業などの関係主体

が本気になって、協力

体制を構築しないと絵

に描いた餅になってし

まう。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

“見る”、“聞

く”、“触る”、

“食べる”、“嗅

ぐ”を意識した

まちづくり 

物産食文化創造

事業 

 

物産・食文化開発

推奨事業 

（館山ニューセレ

クション） 

＜デスティネーショ

ンキャンペーン＞ 

［P.３２－№８］ 

新しい館山の物産や食文化の多様性を

確保し、観光客へ様々なメニューを提

供できる。 

観光客・市民に高質な物産・食文化を提

供することが究極的に消費拡大に結び

つくことから優先的に取り組む。 

 

 

館山らしさを観光客に訴えか

ける新しく魅力的な物産や料

理等の企画提案を公募し（原

則は企画提案者自らまたは関

係者が開発し販売提供するも

のとする）、優秀な企画提案に

は製品化やサービス提供に至

るまでの経費の一部を奨励金

として支援するとともに、各種

媒体を通じて「館山ニューセレ

クション（推奨品）」として積極

的にＰＲする。 

事例：モンドセレクション 

平成18年度～ ○

   

 館山商工

会議所 

 年一回 

５カ年程

度継続 

（想定） 

・奨励金

３０万／

件 

年間２～

３件を選

定 

５年間で

300 万～

450万 

・審査委

員謝金１

０万／年 

５年間で

50万 

５カ年の

合計 

350 万～

500万 

・市民の英知による新たな商

品・サービスの創造と発掘に

より、民間事業者の商品・サ

ービスの開発意欲を盛り立

てる。 

・館山ブランドの形成の起点

ともなり得る。 

・これらのことで、消費額の

増に結びつく。 

・公平で効果の高い審

査体制の構築。 

方針４：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

 “寿司の町館

山”と共に誇れ

る“館山の食と

物産”づくり 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

物産・食文化－３（11／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 物産振興･食文化創造 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

物産食文化創造

事業 

 

地産・地消促進事

業 

（地場食材キャン

ペーン・乳製品、

地場野菜等消費

促進） 

＜デスティネーショ

ンキャンペーン＞ 

［P.３２－№１１］ 

 

 

 

※提案事業名は

複数あり。内容面

で考慮 

 

地元の食材や特徴的な調理法を取り上

げ、新しい食のブランドの確立と、消費

拡大を図るための取り組みが地域活性

化に効果的である。 

また、酪農発祥の地としての優位性を活

かし、地域が誇れるブランドに育成し、

活用していくことで、ブランドの本物志

向、総合力の向上につながる。 

1.メニューづくりとキャンペー

ン 

2.ブランド育成 

○南房総海の（ヒジキ）のお焼

き 

○ゆでピーナッツ 

○地場野菜 

○搾りたて牛乳（乳製品） 

3. 究極の若返りメニュー考案

事業 

○血行促進、肩こりに効果 

○成人病、高血圧予防 

○美肌効果 等  々

4.乳製品加工施設の整備（提

言） 

 

平成１7年度～ ○ ○

 

  館山商工

会議所 

市内飲食

店、宿泊

施 設 へ

の売り込

み 

イベント

や 講 習

会の会場

4は未定

  ・地場食材の消費促進によ

る多くの分野への経済波及

効果と観光客に対しては本

物志向による集客の向上。 

（数値データなし） 

・女性・高齢者をターゲットに

健康志向のイメージによる

集客増。 

・それぞれの実施主体

では、地道な努力が行

われているが、観光客

向けの事業として発展

させていくには、実行

委員会的に連携する

組織づくりが必要であ

る。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

“見る”、“聞

く”、“触る”、

“食べる”、“嗅

ぐ”を意識した

まちづくり 

物産、飲食店等の

ガイドブックの作

成 

（アナログ） 

［P.３２－№９］ 

市民・観光客を地元商店に引き込み、

地域内での消費活動を活性化させる必

要がある。 

市民にも観光客にも提供でき

る、物産、飲食、サービス等の

個店を網羅し、検索しやすく

いガイドブックを作成する。 

館山市内の商店会連合会に

加盟している店舗から希望者

を募り作成。 

 

平成18年度 ○     館山商工

会議所 

事務局、

検討の会

場として

商工会館

 企画印刷

費約７００

万程度 

 

（各個店

から掲載

料を徴す

る） 

・今まで、個々別々に発信さ

れていた情報を統合し一括

して発信でき、市民・観光客

双方の利便性が高まる。 

・市民が地元館山を見直す

ことで、地域内での消費が

活性化する。 

・観光客の商店での消費活

動が増加する。 

・結果として、商店街の活

性化、個々の店の地力の

強化が図られる。 

・事務局と編集長的な

まとめ役が必要であ

る。 

・有効な配付場所の確

保と、タイムリーな情報

更新が必要である。 

・各店で観光案内がで

きるレベルになれば理

想的である。 

物産と食のＰＲ･

情報発信 

 

販売促進イベント

（物産ＰＲ） 

［P.３３－№１３］ 

市内外への物産のPR方法として、ふれ

あいなどダイレクトに訴えかけることが

有効な戦略の一つであると考えるため。

既存施設（いちご狩りセンター

や農協など）を利用させてもら

い、物産拠点としてＰＲ活動を

実施する。 

また、市外の大規模イベントに

などに生産者が赴き商品のＰ

Ｒ活動を実施する。 

 

平成17年度～ ○

    

館山商工

会議所 

市内のス

ペース確

保が可能

の既存施

設 

イベント

実施会場

未定 市内の場

合ほぼ０ 

市外の場

合 、 旅

費、運搬

費、印刷

費等 

・物産のＰＲを個々に行うより

も、作る人、売る人が互いに

協力し合うことで、より内容の

高い企画や線、面としての

連携体制が確立され、結

果、物産の魅力が向上す

る。 

 

・行政は市内の会場に

おいては、場所の使

用許可の仲介や農漁

協、商工団体とのパイ

プ役、民は売上等の

目先に捕われない、

将来を見据えた意識

を持つことが成功のカ

ギになる。 

方針７：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

観光産業だけ

でなく、幅広

い観光素材の

リアルな情報

集約発信体制

の確立 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

物産・食文化－４（12／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 物産振興･食文化創造 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

実施主体や組織

の形成（連携基

盤づくり） 

異業種交歓会の

開催 

［P.３６－№５８］ 

産業界が、観光業、観光振興に取り組

むための意識啓発で、推進力を高めて

いくことが必要なため。 

観光サービス、商工、農林水

産、運輸、建設などの業界や

ＮＰＯ団体の若手経営者等を

一同に会して、観光振興及び

観光客のおもてなしの観点を

中心テーマとした情報交換・

交流会を開催する。 

平成17年度～ ○

   

 館山商工

会議所 

商工会館

または市

内ホテル

未定 会場借り

上げ費 

講師謝金

約10万 

印刷広報

費約６万 

合 計 約

30万 

（参加者

から一定

の会費を

徴する） 

 

・観光の将来を担う、若手が

産業界の垣根を乗り越え、

観光という横割の視点で連

携することにより、将来の観

光振興の有力な連携基盤が

形成される。 

 

・継続性を持った取り

組みを続けて行かな

ければ成果が得られ

ない。 

方針１：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

観光産業の館

山に対する社

会・経済的波

及効果の啓

発、意識向上 

核となる観光・情

報・物産館の整備 

（名称については

数点のアイデアが

出されている） 

［P.３３－№２４］ 

現在以上に受け入れ人数を増やし、天

候にも左右されない観光地づくりを推進

するためには、核となる施設が必要で

ある。また、物産や食のハードとしての

連携基盤を整え、地域内の滞留時間の

延長を図っていくことが望まれるため、

時間はかかるが優先とした。 

仮称ＴＡＹＥＹＡＭＡサンセット

プラザの整備 

○伝統工芸、産業（酪農等）の

体験コーナー 

○食の体験コーナー 

○情報受発信、情報受発注コ

ーナー 

○展示コーナー 

○館山ならではの地元食材の

レストラン 

多目的観光桟

橋整備時期と

連動 

 

 

○ ○  ○  （候補） 

多目的観

光桟橋背

後地 

 

行政の管

理してい

る既存施

設の改修

通年 未定 ・物産と食、その他の観光資

源との連携基盤が確立さ

れ、観光地としての総合的

魅力が向上し、雨天時でも

観光客の域内での滞留時間

が延伸することで、宿泊客が

増加する。 

・物販やインターネットを使

った情報発信、季節限定商

品や地元でなければ手に入

らない商品開発を併せて行

うことで、全国からの注目度

が増し、観光客の誘致につ

ながる。 

 

 

・事業費が大きいた

め、出資、リスク分担、

運営の基盤をどうする

かなど、実施までに、

詰めておかなければ

ならない条件が多い。

方針３：海と空

の蒼をキャン

パスに花と緑

が艶やかなま

ち、館山 

海とまちにアク

セス出来る人

が集まる拠点

作り“海辺の拠

点づくり” 

物産・食文化の

拠点づくり 

まちの駅設置事

業 

［P.３４－№２５］ 

街の中に人を滞留させることが、商店街

の活性化、消費の拡大に結びつくた

め。 

市民と観光客とのふれあいの場としても

期待される。 

中心商店街等に観光案内、ま

ち案内、おみやげ販売、休憩

所、トイレ、市民交流コーナー

などを設置。 

未定 

 

○ ○   館山銀座

商店街振

興組合 

銀座商店

街の空き

店舗 

通年 未定 ・商店街に観光客の動線を

流すことになり、結果、商店

街での消費活動が喚起され

る。 

・個店が誘発され、商品やサ

ービスが向上し、消費の好

循環が期待される。 

 

・採算性の問題が考え

られるため、コミュニテ

ィビジネスの手法を活

用するなどの対応策

の検討が必要。 

方針３：海と空

の蒼をキャン

パスに花と緑

が艶やかなま

ち、館山 

海とまちにアク

セス出来る人

が集まる拠点

づくり“海辺の

拠点づくり” 

 

 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

物産・食文化－５（13／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 物産振興･食文化創造 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

市内食べ歩き食

マップ作成 

（アナログ） 

［P.３７－№６６］ 

旅行の大きな楽しみである、食の情報

を的確に提供することで消費活動の活

性化に結びつくため。 

全部の飲食店を紹介するので

はなく、利用者を意識した選

考基準や推薦基準を設け、ジ

ャンルや地域別に区分し、そ

の店の特徴や推奨メニューな

どを解り易く紹介するマップの

作成。 

飲食店だけでなく、食物産の

製造販売所も参加させる。 

未定 ○     館山商工

会議所 

不明 未定 未定 ・市民への適切な情報提供

が口コミ等による大きな宣伝

効果をもたらす。この情報誌

に載るための企業努力が誘

発され、地域全体の食のレ

ベル向上が図られ、結果、

集客増につながる。 

 

・選考基準の透明性、

公平性を担保すること

が必要。 

・常に、評判を落とさな

いよう掲載店が高い意

識をキープすることが

必要。 

・これらが、クリアされ

ないと、作成する所期

の目的が達成されな

い。 

・特定の店舗の利益に

もつながることから、行

政は関わりかたに注意

を要す。 

 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

“見る”、“聞

く”、“触る”、

“食べる”、“嗅

ぐ”を意識した

まちづくり 

物産と食のＰＲ･

情報発信 

 

食材マップの作成 

（デジタルコンテ

ンツ） 

［P.３２－№１０］ 

食材や料理の消費拡大を図る取り組み

が必要であり、そのための手段として新

しい切り口からの検索方法を導入する。

食材を中心に紹介する食材マ

ップ（デジタルコンテンツ）の

作成。 

これまでの店舗中心の紹介

（飲食店マップ）ではなく、食

材名→料理→店舗の順で検

索するページを立ち上げる。

（食材は原料の産地だけでな

く、加工地が地元であれば掲

載対象とする） 

未定 ○ ○    館山商工

会議所 

 

 

検討場所

として、

各団体の

会議室 

インター

ネットＨＰ

随時更新 不明 ・食材や名物料理の切り口

から検索することで、地域の

食文化の認知度が高まる。

また、地場食材だけでなく、

地元で製造、加工されてい

る、技術レベルの高い食材

の認知度も高まる。その結

果、消費が拡大する。 

 

・最終的に店舗（収益

事業）にリンクしていく

情報なので、行政では

なく、観光協会や商工

会議所等、公益的な組

織のホームページ内

で対応する方が制約

が少ないと考える。た

だし、食文化の振興と

いう観点からは、行政

側にもアクセスしやす

い表示の工夫が必要

である。 

 

方針７：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

対象の的を得

た情報提供 

実施主体や組織

の形成（連携基

盤づくり） 

体験農業と食、宿

泊施設の連携事

業 

（花の活用・農漁

業体験ＰＴ、宿泊

ＰＴにも関連あり） 

［P.３５－№３８］ 

館山の農産物の現場を直に体験しても

らい、魅力、良さを理解してもらうこと

が、消費促進に結びつくため。 

事業名を「これからだ」として、

高齢者ボランティアを組織し、

遊休農地で、農漁業体験をし

てもらい、館山の農作物の理

解を深める取り組みを進めて

いく。 

未定 ○ ○  ○

 

 九重地区

他 

通年 不明 ・低未利用地の有効活用と

元気な高齢者の生きがいが

直に農産物のＰＲに結びつ

く。 

 

 

・館山市の農業では、

あらゆるものが出来る

ために、目玉を絞りづ

らい。売り出すための

目玉を探す（作る）こと

も急務である。 

方針 4：五感を

通じた体験・体

感のまち、館山

“見る”、“聞

く”、“触る”、

“食べる”、“嗅

ぐ”を意識した

まちづくり 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



（14／23） 

 



 

宿泊－１（15／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 宿泊の魅力向上 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

温泉ＰＲ事業 

［P.３４－№２９］ 

既存温泉施設のＰＲ不足を解

消するため、マスコミ等を活用

した積極的なＰＲを行う。 

平成17年度～ 〇     館山温泉

組合 

各宿泊施

設 

観光協会

温泉ＰＲ

キャンペ

ーン期間

を 設 け

る。 

1,000 ・知名度アップによる客数の

増加。 

（温泉利用者；入湯税より現

在 15,000 人／年→150,000

人／年） 

温泉宿への取り

組み 

温泉開発促進事

業 

［P.３４－№３０］ 

宿泊客の温泉に対するニーズは高い。

宿選びのポイントにもなっている。 

新規源泉の掘削・既存源泉か

らの分湯による温泉宿の増

加。 

平成17年度～ 〇 〇    館山温泉

組合 

各宿泊施

設 

観光協会

通年 未定 ・お客からの選択率の向上。

（温泉利用者；入湯税より現

在 15,000 人／年→150,000

人／年） 

・宿泊施設の中には温

泉に対する認識にば

らつきがあるため、全

市あげての温泉宣言

できるかどうか、意思

統一が必要。 

方針 5：泊まっ

てこそ楽しめ、

味のあるまち、

館山 

一宿一自慢運

動の推進 

接客よる宿泊施設の魅力度の向上 様々な機関で実施する講習会

への参加・宿泊施設間での研

修会（例えば名物料理等）・

「おかみさん」コンテスト)の実

施。 

平成17年度～ 〇   ○   講習会・

研修会場

通年 300 ・従業員のスキルアップ・意

識改革。 

・個々の宿泊施設の魅力ア

ップ。 

 

・個々の宿泊施設の向

上心に頼るしかない。

・個々の宿泊施設の判

断。 

※企業秘密との関係 

方針 5：泊まっ

てこそ楽しめ、

味のあるまち、

館山 

一宿一自慢運

動の推進 

ホスピタリティ向

上のための取り

組み 

ホスピタリティ向上

啓発事業 

［P.３４－№３１］ 

来訪者の館山市の地域としての魅力度

向上 

宿泊施設以外の観光関連事

業者にも｢おもてなし｣の心を

持って接するウエルカム運動

を実施。 

ひいては、全市あげてのウエ

ルカム運動へと広がるよう提言

する。 

まずは、挨拶等すぐ実施でき

ることから実践していく。 

    ○      ・ホスピタリティの向上による

来訪者へのイメージアップ。

 方針 1：市の

隅々まで、もて

なしの心が感

じられるまち、

館山 

市民あげての

ウエルカム運

動の展開 

積極的な情報収

集 

お客様アンケート

実施事業 

［P.３４－№３４］ 

お客のニーズを的確に把握することに

より、時代の変化に対応した施策を展開

するために、当面必要な事業 

全宿でのお客様アンケートの

実施・内容の分析。 

平成17年度～ 〇   ○   各宿泊施

設 

観光協会

通年 10 ・お客ニーズに適用した対

策の実施が可能になる。 

・館山市の地域としてのイメ

ージアップにもつながる。 

・実施場所は、全宿泊

施設だが、観光協会

員外の宿泊室の対応

をどうするか。 

方針２：東京へ

の利便性と独

特の環境、文

化風土で、大

都市住民が心

身共に健康回

帰できるまち、

館山 

ターゲット別の

滞在プランの

開発 

宿泊情報システ

ムの改善 

観光協会のホー

ムページリニュー

アル事業 

［P.３６－№６１］ 

お客が求める情報を的確に提供する必

要があるため。 

ニーズを把握した上で、客の

視点にたったホームページの

開設及び現宿泊斡旋手数料

の入金システムの改善。 

平成17年度～ 〇   ○   観光協会 通年 200 ・お客からの選択確率の向

上。 

（宿泊成立数 217 名／年→

300名／年） 

・システム改善には、

現状システムの現状

把握、利用者ニーズの

把握、システム改良費

用が必要になってく

る。 

方針 5：泊まっ

てこそ楽しめ、

味のあるまち、

館山 

新たな宿泊シ

ステムの開発 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

宿泊－２（16／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 宿泊の魅力向上 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

クレームに対す

るルールづくり 

クレーム処理のル

ール作成事業 

［P.３４－№３５］ 

「クレームの来ない宿」＝「安心の宿」と

いう館山ブランドを確立するため。 

観光協会ホームページ内に

掲示板の設置；会員だけが見

れる掲示板を設置し、クレーム

に対する情報の共有化を図

り、ルールづくりの足掛かりと

する。 

平成17年度～ 〇   ○   観光協会 通年 20 ・館山宿泊施設のブランド化

クレームの出ない宿を目指

すことにより、個々の宿泊施

設の魅力向上につなげる。 

（クレーム数30件／年→0件

／年） 

・システムに関する協

会内部の合意形成、

作成への初期投資費

用が必要になってく

る。 

方針２：東京へ

の利便性と独

特の環境、文

化風土で、大

都市住民が心

身共に健康回

帰できるまち、

館山 

ターゲット別の

滞在プランの

開発 

既存資源の積極

的な活用 

体験観光との連携

事業 

［P.３４－№３７］ 

個々の宿の付加価値を高めるに必要な

事業。 

観光協会50体験メニューの活

用。（宣伝・予約・案内・実施） 

平成17年度～ 〇   ○   観光協会 通年 0 ・お客からの選択確率の向

上。 

 

・体験観光事業者との

連携をとるにあたり、

母体となるシステムの

改善が早急に必要に

なってくる。 

方針 5：泊まっ

てこそ楽しめ、

味のあるまち、

館山 

体験プログラ

ムと連携した

宿泊滞在体験

プランの開発 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

観光ＰＲ・情報化－１（17／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 観光ＰＲ・情報化推進 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

地域インフォメー

ション統括組織の

設置 

［P.３６－№５３］ 

適確な観光情報の発信や対応など、

館山市の観光戦略を強力にマネジメン

トすることで地域ブランドを確立するた

めの組織として設置が必要であるため。

 以下の５つの施策を実施する上で必

要となる。 

・地域ブランド形成事業 

・観光PR対策事業 

・地域情報ポータルサイ 

 トの確立 

・地域情報コーディネートシステムの構

築 

・観光案内システムの構築及び設置 

※地域ブランド→信頼の証し→情報

開示・品質の高さ・満足度。価値ある既

存資源を更に磨きをかける。 

地域情報に関する全てを統

括する。 

（具体的な内容の例としては、

本行動計画の各施策につい

て統括する組織） 

 

平成17年度よ

り検討を始め、

平成18年度設

置を目指す。 

 ○   ○  設置場所

は検討を

要す。 

通年  ・統一の図れた観光資源、

情報提供内容が一定の基準

以上のものとなるため、観光

客が安心して利用できる。 

そのため、地域としての信頼

が増すことにより、観光客の

増加が期待できる。 

・設置に当たっては、

準備会的な組織を立

ち上げ、人選、内容な

どを検討する必要があ

る。 

方針７：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

観光産業だけ

でなく、幅広

い観光素材の

リアルな情報

集約発信体制

の確立 

地域ブランド形成

事業 

戦略的イメージフ

レーズ策定事業 

［P.３６－№５４］ 

館山市は特筆すべき観光資源がある

わけではない。 

さらに、地域の戦略的イメージ戦略を

立てなかったため、観光資源がバラバ

ラのイメージが強い。 

これを解消するために共通のイメー

ジフレーズが必要であると考えたため。

～基本フレーズ～ 

「南房総・たてやまからの贈

りもの」 

贈る心、贈られるうれしさを

基本イメージにホスピタリティ

ある地域としてのイメージ戦略

を展開するための基本フレー

ズとする。 

また、各イベントや対象物の

キャッチフレーズの基本を成

す。 

（キャッチフレーズ例） 

・のんびりゆったりじっくりと＋

基本フレーズ 

・八犬伝のロマン息づく南の国

＋基本フレーズ 

・火の情熱とフラメンコ＋基本

フレーズ 

モデルケース

としての使用

平成１７年度～

（ポスターやイ

ベントに明記

を開始する期

間） 

○    ○ 本プロジ

ェクトにて

フレーズ

策定 

パンフレ

ット、ポス

ター、各

イベント

など 

通年  ・基本フレーズの策定によ

り、観光イメージを明確に

し、統一的な観光戦略が図

られ、観光客の増加につな

がる。 

・基本フレーズの使い

方（メディアの利用方

法）や使用状況を上記

の組織でチェックする

ことが必要となる。 

方針７：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

観光産業だけ

でなく、幅広

い観光素材の

リアルな情報

集約発信体制

の確立 

 ロゴ＆キャラクタ

ー開発事業 

［P.３６－№５５］ 

イメージフレーズだけでは視覚への

訴えが弱いため。 

イメージフレーズと一体とな

るロゴとキャラクターの開発を

する。 

平成17年度～ ○  ○  公募 通年 100 ・基本フレーズとセットで使

用することにより、観光イメー

ジを明確にし、統一的な観

光戦略が図られ、観光客の

増加につながる。 

・一般公募の他に専門

の方への委託も検討

する必要がある。 

方針７：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

観光産業だけ

でなく、幅広

い観光素材の

リアルな情報

集約発信体制

の確立 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

観光ＰＲ・情報化－２（18／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 観光ＰＲ・情報化推進 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

（仮称）ふるさと観

光応援団結成事

業 

［P.３７－№７０］ 

観光関連事業者、行政だけではな

く、地域住民及び館山をふるさとに持つ

方が一体となって、館山をＰＲしてゆく

必要があるため。 

 

地域の方で、比較的出張等

で首都圏に行く頻度が高い方

や館山出身で首都圏に住ん

でいる方に観光営業マンにな

っていただき、ＰＲ活動を適時

行ってもらう。 

また、地域の人たちからも、

ホームページやメールなどで

館山の情報を積極的に紹介し

てもらう。 

 

 

平成１７年度～ ○    ○  公 募 及

び依頼 

通年  ・口コミによる、館山の観光

情報の広がりが期待できる。

また、地域住民が一体となっ

て館山をＰＲするという意識

付けにつながる。  

このことにより、地域住民が

館山のよさを再認識できるこ

とで、観光客へのホスピタリ

ティ向上にもつながり、リピ

ーターの確保が期待できる

とともに、観光客の増加が見

込める。 

 

 

・観光ＰＲ支援グッズな

どの支給の検討や応

援団の方々に対して、

全市を上げての観光

振興の必要性につい

て、意識付けを行う必

要がある。 

方針７：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

官民横断的な

館山観光推進

体制の確立 

観光 PR 対策事

業 

マスコミ等PR事業 

［P.３７－№６７］ 

即効性のあるＰＲ手段として観光客の

増加を図れるため。 

テレビ局、ラジオ局、新聞社

に観光情報を逐次提供し、各

メディアに取り上げてもらう。 

 また、フィルムコミッションに

おける取材人への窓口業務、

対応方法などを明確にする。 

平成17年度～ ○   ○   各マスメ

ディア、

まちづく

り 関 連

NPO等 

季節ごと

（ ４シー

ズン）及

び適時 

120 

 

・ＴＶなどを始め、マスメディ

アの取材とそれらマスメディ

アによる宣伝効果で観光客

の増加を図れる。 

・マスメディアに取り上

げてもらうにはインパ

クトのある内容が必要

である。 

・各分野でのブランド

の確立が急がれる。 

方針６：季節・

時刻に応じた

多様な顔を持

つまち、館山 

夏、冬のイメー

ジ拡充と春、

秋の魅力開拓

共通観光カレンダ

ーの作成 

［P.３７－№６４］ 

地域イベントなどの情報を集約して、

ホームページ上で情報を流す必要があ

るため。 

イベント主催者、プロモータ

などの書込みが可能な共通観

光カレンダーの作成 

平成17年度～ ○   ○   観光協会

ホームペ

ージ 

 

通年  ・域内の観光イベントなどの

立案者及び利用者に適切で

リアルタイムな情報伝達によ

り、地域コンシェルジェ機能

を向上させる。 

・適正な情報管理をし

ないとマイナスイメー

ジになる。 

クーポン券専用サ

イトの立上げ 

［P.３７－№７２］ 

クーポン券は各施設等で発行してい

るものの、統一しての情報提供がされて

いないため、サイトを立ち上げ、統一情

報を提供する必要がある。 

クーポン券専用サイトを立

上げ、商店街のラッキークー

ポンと連動を図る。 

平成17年度～ ○   ○   観光協会

ホームペ

ージ 

 

通年  ・域内で利用可能なクーポ

ン券、サービスチケット、キャ

ンペーンなどを集中して周

知することにより交流人口増

加を目指す。 

・地元商店会や商工会

議所、飲食組合、宿泊

施設、観光施設との連

携を図ることと、適正な

情報管理が必要であ

る。 

地域情報ポータ

ルサイトの確立 

地域情報の定期

配信 

（南房総インター

ネット放送局の設

立） 

［P.３６－№５７］ 

情報を希望している方やマスメディア

に対して、積極的に情報発信する必要

があるため。 

定期的に地域情報を希望者

にメールマガジンやプッシュ

型広告媒体を使って配信す

る。 

また、南房総の地域資源を

インターネット放送局などを通

じて多面的に配信する。 

平成17年度～ ○    ○   通年  ・情報を得た方やマスメディ

アから情報が広がり、観光客

の増加が図れる。 

・定期配信者の拡大を

積極的に行う必要があ

る。 

・マスメディアサイドの

ニーズの調査、地域資

源を利活用したシナリ

オの作成力、動画コン

テンツなどの作成能力

などのＵＰが早急に必

要である。 

方針２：．東京

への利便性と

独特の環境、

文化風土で、

大都市住民が

心身共に健康 

回帰できるま

ち、館山 

固定客、なじ

み客の開拓と

重視（館山ファ

ンづくり、顧客

づくり） 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

観光ＰＲ・情報化－３（19／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 観光ＰＲ・情報化推進 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

配宿、施設、体験

メニュー予約シス

テムの構築 

［P.３４－№３３］ 

観光客はもちろんのことコーディネー

トする側にとっても必要なシステムにも

かかわらず、現在あるシステムがうまく

機能していないことや予約システムが

構築されていないものがあるため。 

宿、施設、体験可能利用メ

ニューなどをＷＥＢ上から確認

＆予約可能な施設とする。 

 観光協会で現在運用してい

る「空室管理システム」を大幅

に機能アップしたもの。 

平成17年度～ ○   ○   観光協会

ホームペ

ージ 

通年  ・利用施設等の空き情報が

一目で把握できるため、利

便性が良くなり、観光客の増

加につながる。 

・適正な情報管理をし

なければ、トラブルの

原因ともなり、マイナス

イメージにもつながっ

てしまう。 

方針５：泊まっ

てこそ楽しめ、

味のあるまち、

館山 

新たな宿泊シ

ステムの開発 

地域情報コーデ

ィネートシステム

の構築 

クレーム処理シス

テムの構築 

［P.３４－№３６］ 

クレームに対する処理を的確に行な

うことで信頼性とホスピタリティ向上にも

つながるが、現在的確な処理がされて

いない状況にあるため。  

各施設などの満足度レベル

アップのためにクレーム受付

＆対応方法などの処理を行

う。 

平成17年度～ ○   ○    通年  ・各施設などの満足度レベ

ルアップにつながるため、

観光客の増加につながる。 

・適正な情報管理をし

なければ、トラブルの

原因ともなりマイナスイ

メージにもつながって

しまう。   

・サービス提供側の教

育も必要である。 

方針５：泊まっ

てこそ楽しめ、

味のあるまち、

館山 

一宿一自慢運

動の推進 

道路標識・イベン

トサインの設置 

［P.３５－№４１］ 

大きな施設などに対するサインは設

置されているが、今後は観光客に対し

てきめの細かいサインの設置が重要と

なってくるため。 

統一的なデザイン・分かり

やすさ・きめの細かさを考慮

するとともに、外国人も意識し

たうえでのサインの充実を図

る。 

平成17年度～ ○    ○  道路、施

設、散策

路など 

逐次  ・地域に不慣れな人でも安

心して過ごせるホスピタリテ

ィある地域となり、リピーター

の確保につながる。 

・設置に際して、景観

に配慮する必要があ

る。 

観光案内システ

ムの構築及び設

置 

観光情報ガイダン

スシステムの構築 

［P.３７－№６３］ 

団体旅行者はガイドを依頼して、施設

などにおいて充実した案内を受けられ

るが、個人客にとってはガイドを依頼す

るケースは少ないため、これらの方にも

ある程度の満足をしていただく必要が

あるため。 

観光設備、史跡などで有料

ガイダンス(人)を利用する程で

はないという人たち向けに、携

帯電話、情報端末を利用した

ガイダンスシステムを構築す

る。 

また、外国人も意識した取り

組みを行なう。 

平成17年度～ ○   ○   観光施設

など 

通年  ・観光客のホスピタリティの

向上となり、観光客の増加に

つながる。 

・一定の知識を有した

認定ガイド(人)の教育

も必要である。 

方針７：常に鼓

動と変化が伝

わってくるま

ち、館山 

対象の的を得

た情報提供 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 

  



（20／23） 

 



 

イベント－１（21／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 イベントの魅力向上 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

ビーチ利活用促

進事業 

「ビーチスポーツ

inTATEYAMA」開

催事業 

｛（仮称）館山ビー

チクラブ設立事

業｝ 

［P.３３－№１５］ 

駅から近く、道路と海岸線が平行して

走っている北条海岸は全国的に見ても

貴重な観光資源である。また、港湾観光

都市を標榜する館山市にとっても重要

な海岸である。 

この北条海岸を夏季だけではなく、

一年中、人の動きがある空間にすること

で、市の活性化を図り、なお且つ、市民

の癒しの空間としても機能させるため、

「ビーチスポーツinTATEYAMA」の

開催を提案する。 

この「ビーチスポーツinTATEYAMA」

を開催させるため、まず、（仮称）館山ビ

ーチクラブを設立する。    

次に、小規模のイベントである.「ミニ

ビーチスポーツイベント」を開催して、

北条海岸にあったビーチスポーツイベ

ントの内容について方向付けをする。 

〔ビーチ利活用促進事業実施順序〕 

1.（仮称）館山ビーチクラブ設立事業 

↓ 

2. （仮称）マリンウィークの設定 

↓ 

3.「ミニビーチスポーツイベント」開催事

業 

↓ 

4. 「ビーチスポーツ inTATEYAMA」開

催事業 

 

 

 

 

 

 

 

館山市民にたてやまの海や

砂浜が重要な観光資源である

認識付けを行う。 

まず、そのきっかけとして、

市民レベルでビーチスポーツ

を核とした北条海岸を有効活

用する検討組織（仮称）館山ビ

ーチクラブを立ち上げる。 

 

＜モデル団体＞ 

湘南ひらつかビーチクラブ 

＜活動場所＞北条海岸 

＜活動内容＞ 

・ビーチスポーツの検討、推進

（競技種目の検討、土地占用

やビーチスポーツを実施する

上での課題・問題の対応、ビ

ーチバレーデモ大会の実施

など） 

・（仮称）マリンウィークの設定 

 

平成17年度～ ○   ○   設置場所

は検討を

要す。 

通 年 

 

※(仮称）

マリンウ

ィークの

設 定 に

つ い て

は 別 途

（仮称）館

山ビーチ

クラブで

の検討を

要す。 

先進地視

察費（神

奈川県平

塚市） 

20 

 

 

ビーチコ

ーディネ

ータ育成

費（平塚

市） 

20 

・この組織を設立することに

より、.「ミニビーチスポーツイ

ベント」や「ビーチスポーツ

inTATEYAMA」開催事業に

つなげられる。 

・一年中、北条海岸に人が

いる（来ている）状態にし、人

が他人を呼ぶことによって賑

わいのある海岸づくりを目指

す活動の拠点として期待で

きる。 

・市民のもてなしの心の育成

の場と成り得る。 

・（仮称）館山ビーチク

ラブはボランティアで

運営することを目標と

するが、現実的にボラ

ンティアを募る方法や

その経費、また、クラ

ブの運営費につい

て、先進地の情報収集

や視察をし、早急に対

策を講ずる必要があ

る。 

方針６：季節・

時刻に応じた

多様な顔をも

つまち、館山 

新旧イベント

の活性化とア

ピール 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 



 

イベント－２（22／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 イベントの魅力向上 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

「ビーチスポーツ

inTATEYAMA」開

催事業 

｛「ミニビーチスポ

ーツイベント」開

催事業｝ 

［P.３３－№１６］ 

「ビーチスポーツを楽しめるまち館

山」として、館山市の観光資源である海

や砂浜を使ったミニイベントを定期的に

実施することで、市民のビーチに対す

る意識改革を呼び起こし、もてなす心の

意識付けが図れ、次のステップである

集客力があるイベント「ビーチスポーツ

inTATEYAMA」開催に向けて必要不可

欠であるため。 

（仮称）館山ビーチクラブが主

催し、地元民を対象にしたミニ

イベントを毎月定期的に開催

する。ミニイベントのテーマ

は、「館山市民とビーチ（北条

海岸）とのふれあい」とし、「市

民にビーチを楽しめるまち館

山」の意識付けを目標とする。 

＜会場＞北条海岸 

＜内容＞ 

・ビーチバレー 

・ビーチウォーキング 

・シーカヤック体験 

・ビーチフラッグ大会 

・人命救助講習会 

 

 

 

平成18年度～ ○   ○   北条海岸 5～11月

（月毎に

メイン競

技 を 決

め、毎週

行う。） 

ビーチバ

レーコー

ト設置費

（2面） 

13,000 

 

〔 参考 〕

ひらつか

ビーチク

ラブハウ

ス 

建設費 

179,127 

延床面積 

372㎡ 

・現在、ビーチスポーツは東

京都（お台場）、神奈川県

（平塚市、藤沢市、逗子市）

で行われており、千葉県人

は東京や神奈川に出向いて

いるのが現状である。このよ

うな人の流れを打開し、千葉

県人の流出を防ぐと共に、

逆に東京や神奈川からの参

加者増を狙う。 

・オリンピック競技で一番観

覧者の多いビーチバレーを

行うことにより、新たな一般

観光客の増加につながる。 

・（仮称）館山ビーチク

ラブ設立事業が着実

に推進されることと 

「館山の北条海岸に行

けば、いつも何かやっ

ている」という、市内・

市外への周知及びイ

ベントを定着させるた

めの方策の検討が必

要となる。 

ビーチ利活用促

進事業 

 

「ビーチスポーツ

inTATEYAMA」開

催事業 

［P.３３－№17］ 

「ビーチスポーツを楽しめるまち館

山」として、館山市の観光資源である海

や砂浜を使ったイベント（新規のビーチ

スポーツイベントと既存の文化イベント

との融合）で集客力があり、市の活性化

につながると判断した 

ため。 

また、このイベントを継続することによ

り、日本国中にビーチスポーツ＝館山

市というイメージ付けが行え、ほぼ一年

中、観光客で賑える可能性が高いと判

断したため。 

ビーチ活用推進事業及び

「ミニビーチスポーツイベント」

開催事業により、「ビーチを楽

しめるまち館山」の意識が市

民に浸透し、市民らが、主体

的に運営し、官民一体となっ

たイベント「ビーチスポーツ in 

TATEYAMA」を開催する。 

また、ビーチスポーツだけ

でなく、文化イベントとして既

に実施しているフラメンコとハ

ワイアンフェスティバルを併せ

て開催することにより、これら

の時期を「（仮称）マリンウィー

ク」とする。 

＜会場＞北条海岸 

＜内容＞ 

・ビーチバレー大会 

・小学生ビーチドッヂボール

大会 

・ビーチウォーキング 

・シーカヤック体験 

・ビーチフラッグ大会 

・人命救助講習会 

・フラメンコフェスティバル 

・ハワイアンフェスティバル 

 

 

平成20年度～  ○  ○   北条海岸 「（仮称）

マリンウ

ィーク」 

ビーチバ

レーコー

ト設置費

（4面） 

26,000 

・オリンピック競技で一番観

覧者の多いビーチバレーに

国際級の日本人選手を参加

させることにより、一般観光

客の増加につながる。 

・小学生ビーチドッヂボール

大会やシーカヤック体験、ビ

ーチウォーキングを実施し、

親子連れの参加者や観光客

の増加が見込める。 

なお、イベント終了後は参加

選手や参加団体、イベント開

催関係者でビーチ清掃作業

を実施し、海岸美化の意識

向上につなげる。 

・ビーチ利活用促進事

業において、この事業

の成功及び定着が最

終の目標であるが、そ

れを達成するために

は、ビーチ活用推進

事業と「ミニビーチスポ

ーツイベント」開催事

業が着実に推進される

ことが課題である。 

方針６:季節・

時刻に応じた

多様な顔をも

つまち、館山 

新旧イベント

の活性化とア

ピール 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 



 

イベント－３（23／23） 

 プロジェクト別施策一覧表  プロジェクト名 イベントの魅力向上 

実 施 期 間 実 施 主 体 
施 策 名 具体的事業名 

［P.－№］ 優先的とした理由 具体的内容 
平成 年度～ 年度 短期 

中
期 
長
期 

観光
協会 市 その他 

実施場所 実施時期 経 費 
(単位:千円） 

期待される効果 実施に当たっての 
課題･問題点 

観光振興基本

計画の体系 

花火大会改善事

業 

［P.３３－№１９］ 

館山市で花火大会は一番定着してい

る観光イベントである。  

観光立市を標榜する館山市として、こ

の花火大会の事業拡大や観客の増加

を推進して行く事で早急に市の活性化

が図られるため。 

安房郡市からの見物客が大

多数を占めているため、演出

方法（屋形船での船上鑑賞や

海浜有料観覧席での鑑賞）や

施設（仮設トイレ数の増）の改

善をし、首都圏や他の地域か

らのツアー客などの観光客の

増加や館山でしか体感できな

い花火大会のイメージ定着を

図る。 

平成17年度に

館山観光まつ

り実行委員会

に提言→実行

委員会で検討

後、結論付け

る。 

○     館山観光

まつり実

行委員会 

 

北条海岸 館山観光

まつり実

行委員会

の検討結

果 に よ

る。 

未検討 

（館山観

光まつり

実行委員

会 で 検

討） 

・地域に根付いた既存イベ

ントを充実させ、見てわかり

やすいイベントへの取り組

みは、一層の集客効果を狙

うものであり、イベントの新た

な魅力の創出が期待でき

る。 

・観光立市を標榜する館山

市政が市民に伝わる。 

・館山観光まつり実行

委員会で実施検討を

行うが、その結果によ

って、実現できない可

能性があること。 

安房国司祭改善

事業 

［P.３３－№２１］ 

平成１６年に観光客が激減（30,000 人

前年比△30％）したため。 

土・日に開催し、従来の観

光客数を確保する。 

平成17年度に

安房国司祭開

催関係者に提

言する。 

○     安房国司

祭開催関

係者 

安房国司

祭関係地

区 

９月 

（２日間）

0 ・例年並の観光客数 

（100,000人）を確保できる。 

・神事であるため、安

房国司祭開催関係者

の同意が前提となる。 

南総里見まつり改

善事業 

［P.３３－№２０］ 

既存の館山市の大規模なイベントの

１つであるが、観光客が少なく、地域経

済に貢献していないと思われるため。 

観光客を意識した演出（例：

一堂に展示し、各々の山車等

の特徴や歴史について説明

をする場面を設ける）、交通渋

滞の緩和策の構築（例：臨時

電車の増発）、有料観覧席の

設置（徴収した席料は観覧席

設置費に充てる）。 

平成17年度に

南総里見まつ

り実行委員会

に提言→実行

委員会で検討

後、結論付け

る。 

○     南総里見

まつり実

行委員会 

 

未 定 

（南総里

見まつり

実行委員

会 で 決

定） 

５月（ ゴ

ー ル デ

ンウィー

ク）開催

を提言す

る。 

（南総里

見まつり

実行委員

会 で 決

定） 

未検討 

（南総里

見まつり

実行委員

会 で 検

討） 

・観光客の増加につながる。

・南総里見まつり参加者が観

光イベントとして、まつりに参

加するという意識を植付け、

現在の「オラがまちスタイル」

からの脱却が図れる。 

・実行委員会で理解が

得られる説明、また、

実際に実行する団体

を育成する事が必要と

なる。 

既存イベント改善

事業 

安房神社、小塚大

師PR事業 

［P.３７－№６９］ 

既存する館山市の由緒ある古刹・名

刹を観光資源として、活用しきれていな

いため。 

口コミ情報は情報発信にお

いて、有効な手段の一つであ

るため、そのきっかけとして、

まず、市民に周知する。 

さらに、市や観光協会のホ

ームページや観光パンフレッ

トでの紹介をはじめ、参考例と

して、観光PR・情報化推進PT

で提案された共通イベントカレ

ンダーやふるさと観光応援団

（仮称）、メールマガジンなど

による地域情報の定期配信を

用い、首都圏に向けて情報発

信を展開する。 

平成１７年度～

（情報発信を

開始） 

○   ○   市内、首

都圏 

通 年 未検討 ・館山市民及び首都圏に向

けて PR活動を展開し、参拝

客の増加を図り、館山市の

知名度を上げる。 

・安房神社、小塚大師

に理解及び協力を得

ることが必要となる。 

・案内看板や駐車場の

ハード面の整備につ

いては、既存の物や

体制（駐車場誘導係、

交通整理）の中で実施

し、２～３年の参拝客

の動向を見ながら、検

討していく。 

方針６：季節・

時刻に応じた

多様な顔をも

つまち、館山 

新旧イベント

の活性化とア

ピール 

※表中、「具体的事業名」の［P.－№］は、別添「観光立市たてやま行動計画（概要版）」中の31ページから37ページまでの「付属資料：具体的事業一覧」のページ及び事業№を示しています。 

 


